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桂枝茯苓丸による糖尿病性腎症の進展抑制作用
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【目的】我々 は糖尿病性腎症に対す る漢方方剤の 作用をin　 vitro ，　Ln　 vivo の 実験系か ら検討し，桂枝

茯苓丸の有用性に つ い て 報告して きた、、 本畊究で は，自然発症糖尿病ラ ッ トに桂枝茯苓丸を長期間

投 与し，腎症の 進展が抑制 され る か否か に つ い て 検討 した，、

【方法】WBNIKob ラ ッ ト〔ノ、45週齢）を［frl糖値に よ り3群 （普通食，1％桔枝茯苓丸含有食，3％桂枝

茯苓丸含有食〕に 分け，30週 間 飼育 した 、投与期間中，li［L糖値 と体 季は 2週 間 毎，尿蛋 白は 15，30週

［−iに測定した 。 投
f
丿
・期間終 1後 ，IflLLIiCr　AGEs

，
　TBA −RS と腎紐織中の AGEs ，　TBA −RS，　SOD 活性 を測

定 した。腎の 病理組織学的変化は光学顕微鏡で観察した．

【結果】実験期間中，WBNIKob ラ ノ ト6り！i［L糖値は 250　mg ！dlか ら7‘）O　mg ！dl前後 に まで 亅：昇 し，体重

は 約 70g 減少 した が．桂枝 茯苓丸投 胆
〒
よ る 変化 は 見 ら れ なか っ た  「15週 目の 尿蛋 白排泄 量 は 10

mg ！day前後と，3群間で有意竣を認め な か ’．’た が ．30週 目で は非投 与群で約2倍増加し，腎機能の 低

i’
．
が認 め られ，桂枝茯苓丸投

疋

｝ 群で は用 量依存的に尿蛋白排泄量 の 増加を抑制 して い た 。 rf［L中Cr レ

ベ ル も低下 して い たが ，血中AGEs レヘ ル は3群問で 変化 しなか っ た、、しか し，腎組織中の AGEs は

桂枝茯苓丸投与群で 有意 にifkドL．て い た ，TBA −RS は 血．中，腎組織 「t1い ず れ に お い て も有意に低 卜
．
し，

腎組織 中の SOD 活性 は 有意 に ヒ昇 して い た．，また糸球体硬化，びまん性病変 も桂枝茯苓丸投 与群で

改 善作用 が 認 め ら れ た 。

【結論】桂枝茯苓丸が糖尿病性腎症 の 進展を抑制す る知見が得られたt．t
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